














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































日                        
奏
状
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
天
暦
二
（
九
四
八
）
年
、
文
章
博
士
に
補
さ
れ
る
と
同
時
に
大
学
頭
・
大
内
記
の
兼
職
を
解
か
れ
、
そ
れ
以
降
、
自
分
一
人
一
職
を
守
っ
て
き
た
が
、
前
例
及
び
後
任
の
事
例
を
見
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
所
帯
の
官
を
兼
ね
て
い
る
。「
拝
除
の
恩
」
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
兼
任
を
許
す
か
否
か
は
、「
人
に
依
り
て
事
を
異
に
す
、
偏
頗
に
似
た
り
と
雖
も
、
天
に
代
り
て
官
を
授
く
、
誠
に
運
命
に
懸
れ
り
」
と
そ
の
不
公
平
さ
こ
そ
天
意
に
よ
る
運
不
運
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
一
節
が
村
上
天
皇
の
天
気
を
損
ね
た
と
伝
え
る
が
、
こ
の
後
も
矛
先
は
収
ま
る
こ
と
な
く
、
儒
門
の
名
流
師
弟
に
言
及
、
早
け
れ
ば
二
十
余
歳
、
遅
く
と
も
三
十
過
ぎ
に
は
対
策
に
及
第
し
て
昇
進
し
て
い
く
様
子
を
述
べ
、
儒
官
の
補
任
は
そ
の
順
序
次
第
を
越
え
ざ
る
を
例
と
す
る
に
、
自
分
の
「
下
﨟
末
座
」
の
輩
が
飛
び
越
え
て
昇
進
し
、
挙
げ
句
の
果
て
に
は
、
嘗
て
策
問
し
た
「
秀
才
」
ま
で
も
が
上
座
に
連
な
る
現
状
を
憂
い
て
い
る
。
そ
の
対
局
と
し
て
、
自
分
の
生
い
立
ち
・
境
遇
が
い
か
に
不
遇
で
あ
っ
た
か
を
説
く
の
で
あ
る
が
、
両
氏
が
典
拠
と
す
る
箇
所
は
そ
の
中
に
あ
る
。
名
家
・
名
流
に
よ
っ
て
世
襲
的
に
独
占
さ
れ
る
流
れ
の
中
で
、
直
幹
一
人
、
係
累
の
な
い
「
累
葉
刺
史
」（
国
司
）
の
家
に
生
ま
れ
、「
一
巻
文
書
の
蓄
へ
」
も
な
い
あ
り
さ
ま
（
傍
線
③
）
に
加
え
て
、「
成
人
」
を
前
に
し
て
慈
父
に
先
立
た
れ
（
傍
線
④
）、
そ
の
後
大
学
に
入
っ
て
刻
苦
勉
励
、
対
策
に
及
第
し
た
時
に
は
既
に
「
年
齢
漸やう
やく
に
傾
き
て
、
頭
に
満
て
る
霜
雪
一
半
」（
傍
線
①
②
）
で
あ
っ
た
と
い
う
。
世
襲
氏
族
の
出
身
で
な
か
っ
た
た
め
に
文
章
得
業
生
に
な
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
直
幹
に
代
わ
っ
て
、
方
略
宣
旨
を
願
い
出
た
大
江
維
時
・
朝
綱
の
請
状
が
『
類
聚
符
宣
抄）9
（
』
に
遺
さ
れ
て
い
る
。
推
薦
文
に
よ
れ
ば
、
慶
雲
東
北
福
祉
大
学
研
究
紀
要
　
第
四
十
四
巻
六
（
七
〇
四
〜
八
）
の
年
か
ら
承
平
（
九
三
五
）
の
今
日
ま
で
に
献
策
者
は
六
十
五
人
、
元
慶
（
八
七
七
〜
八
五
）
以
前
の
数
十
人
は
名
家
の
出
身
で
、
寛
平
（
八
八
九
〜
九
八
）
以
後
は
「
儒
後
儒
孫
」
が
「
父
祖
之
業
」
を
継
ぐ
ば
か
り
で
、「
門
風
」
に
よ
ら
な
い
及
第
者
は
わ
ず
か
四
〜
五
人
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
、
藤
原
菅
根
、
藤
原
在
衡
等
の
名
を
あ
げ
、
こ
こ
に
直
幹
が
新
た
な
例
と
し
て
加
わ
れ
ば
、
後
進
の
励
み
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
推
挙
の
理
由
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
請
状
が
承
平
五
（
九
三
五
）
年
八
月
、
許
さ
れ
て
策
試
の
宣
旨
が
下
さ
れ
た
の
が
二
年
後
の
承
平
七
（
九
三
七
）
年
十
二
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
さ
て
、
今
井
氏
は
長
盛
と
の
死
別
が
直
幹
の
「
成
人
」
前
（
傍
線
④
）
で
あ
る
こ
と
と
長
盛
の
長
門
守
在
任
期
か
ら
、
延
喜
四
年
誕
生
の
仮
説
を
提
示
し
て
い
る
。
一
方
、
石
田
氏
は
長
盛
と
の
死
別
が
「
成
人
」
前
（
傍
線
④
）
で
あ
っ
た
こ
と
及
び
、
こ
の
申
文
奏
上
時
、
既
に
直
幹
は
齢
傾
き
白
髪
（
傍
線
①
②
）
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
定
の
手
が
か
り
と
す
る
が
、
両
氏
と
も
に
い
さ
さ
か
根
拠
と
す
る
と
こ
ろ
が
心
も
と
な
い
。
両
氏
の
示
し
た
箇
所
は
傍
線
①
〜
④
で
あ
る
が
、
実
は
、
傍
線
①
②
は
傍
線
⑤
〜
⑦
と
も
呼
応
し
て
お
り
、
論
拠
と
す
る
な
ら
む
し
ろ
、
傍
線
⑤
以
下
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。
⑤
は
「
顔
駟
三
代
不
遇
」
と
「
周
公
握
髪
」
の
二
つ
の
故
事）10
（
に
よ
る
比
喩
で
あ
る
。
顔
駟
は
文
帝
の
時
に
登
用
さ
れ
た
が
、
文
帝
は
「
文
」
を
好
み
、次
の
景
帝
は
「
美
」
を
好
み
、三
代
の
武
帝
は
「
少
」（
若
者
）
を
好
ん
だ
為
に
、
武
人
に
し
て
醜
で
あ
っ
て
老
人
と
な
っ
た
顔
駟
は
入
れ
ら
れ
ず
に
い
た
が
、
不
遇
を
託
つ
顔
駟
の
発
言
に
恥
じ
た
武
帝
が
會
稽
都
尉
に
抜
擢
し
た
話
で
あ
る
。
ま
た
、
周
公
の
故
事
は
、
息
子
の
伯
禽
が
魯
の
国
を
治
め
る
際
に
与
え
た
訓
戒
で
、
士
が
面
会
を
求
め
た
時
に
は
洗
髪
中
で
あ
っ
て
も
食
事
中
で
あ
っ
て
も
、
洗
い
か
け
の
髪
を
握
っ
た
ま
ま
、
或
い
は
口
中
の
食
べ
物
を
吐
き
出
し
て
も
接
見
を
優
先
し
た
と
い
う
故
事
で
あ
る
。
直
幹
は
時
を
得
た
中
国
の
例
に
我
が
身
を
擬
え
な
が
ら
、
科
挙
（
傍
線
⑥
）
に
及
第
し
た
時
、
年
齢
は
「
夏
暦
」
で
数
え
る
と
「
強
仕
」、
す
な
わ
ち
四
十
歳
に
達
し
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
（
傍
線
⑦
）。
従
っ
て
、
こ
の
承
平
七
（
九
三
七
）
年
を
四
十
歳
と
す
れ
ば
、
誕
年
は
昌
泰
元
（
八
九
八
）
年
と
な
る
。
ま
た
、「
成
人
」
前）11
（
に
父
・
長
盛
と
死
別
し
、「
弱
冠
」（
二
十
歳
）
の
初
め
に
大
学
寮
に
入
っ
た
（
傍
線
④
）
と
あ
る
の
で
、
長
盛
の
没
年
は
延
喜
十
六
（
九
一
六
）
年
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
長
盛
の
官
暦
を
列
挙
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
　
　
図
表
2
　
元
号
西
暦
月
日
　
　
　
官　
　
　
職
寛
平
九
年
八
九
七
二
月
一
四
日
任
大
膳
少
進
（『
古
今
和
歌
集
目
録
』）
昌
泰
二
年
八
九
九
四
月
二
日
任
少
監
物
（『
古
今
和
歌
集
目
録
』）
延
喜
六
年
九
〇
六
二
月
一
日
任
兵
部
少
丞
（『
古
今
和
歌
集
目
録
』）
延
喜
八
年
九
〇
八
二
月
二
三
日
転
（
兵
部
）
大
丞
（『
古
今
和
歌
集
目
録
』）
延
喜
九
年
九
〇
九
一
月
一
一
日
任
式
部
丞
（『
古
今
和
歌
集
目
録
』）
延
喜
十
一
年
九
一
一
一
月
一
三
日
転
（
式
部
）
大
丞
（『
古
今
和
歌
集
目
録
』）
延
喜
十
三
年
九
一
三
一
月
叙
従
五
位
下
（『
古
今
和
歌
集
目
録
』）
延
喜
十
六
年
九
一
六
任
長
門
守
（『
大
日
本
史
料
』）
一
編
之
一
九
。
二
二
五
頁
。『
国
司
補
任
』）『
古
今
和
歌
集
目
録
』（
延
喜
廿
六
年
に
つ
く
る
）
伊
勢
物
語
十
一
段
の
成
立
と
拾
遺
集
橘
忠
幹
歌
七
『
古
今
和
歌
集
目
録
』
は
長
盛
の
長
門
守
補
任
を
延
喜
廿
六
（
九
二
六
）
年
に
つ
く
る
が
、『
大
日
本
史
料
』
と
『
国
司
補
任
』
は
延
喜
十
六
年
に
改
め
て
い
る
。
延
喜
は
廿
二
年
ま
で
し
か
な
く
、
同
廿
六
（
九
二
六
）
年
は
延
長
四
年
に
あ
た
る
。
し
か
し
、
延
長
三
（
九
二
五
）
年
正
月
に
は
、
坂
上
恒
蔭
が
長
門
守
に
補
任
さ
れ
て
い
る
（『
外
記
補
任
』）
の
で
、
長
盛
の
廿
六
年
補
任
は
あ
り
え
な
い
。
ま
た
、
式
部
丞
は
大
丞
二
人
、
少
丞
二
人
の
四
人
が
定
員
で
、
毎
年
、
四
人
の
中
で
在
職
年
数
の
長
い
者
一
名
が
従
五
位
下
に
叙
せ
ら
れ
る
の
が
慣
例
で
あ
る
と
い
う）12
（
。
長
盛
も
そ
の
巡
爵
に
し
た
が
っ
て
、
少
丞
と
な
っ
た
四
年
後
の
延
喜
十
三
（
九
一
三
）
年
に
昇
叙
さ
れ
、
受
領
の
資
格
を
得
た
三
年
後
に
長
門
守
と
な
っ
た
と
す
る
と
辻
褄
は
合
う
。
ま
た
、
「
古
今
和
歌
集
俊
成
本
」
の
勘
物
に
も
、「
延
喜
十
三
年
従
五
位
下
、
十
六
年
長
門
守
」
と
あ
り
、
諸
資
料
か
ら
推
し
て
も
長
門
守
補
任
は
延
喜
十
六
年
に
お
く
の
が
妥
当
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
延
喜
十
六
年
は
直
幹
十
九
歳
の
年
に
あ
た
る
の
で
、
そ
の
年
の
内
に
長
盛
は
没
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
長
門
守
就
任
後
ま
も
な
く
か
、
あ
る
い
は
任
地
に
赴
い
て
ま
も
な
く
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
直
幹
が
長
子
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
長
盛
の
享
年
も
お
そ
ら
く
は
四
十
歳
を
前
後
す
る
く
ら
い
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
拾
遺
集
忠
幹
歌
の
詠
歌
時
期
以
上
、
直
幹
の
誕
年
と
長
盛
の
没
年
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
忠
幹
の
生
存
期
間
も
あ
る
程
度
限
定
さ
れ
て
く
る
。
直
幹
と
の
年
齢
差
を
二
・
三
歳
と
仮
定
す
れ
ば
、生
ま
れ
は
昌
泰
三（
九
〇
〇
）年
〜
延
喜
元（
九
〇
一
）
年
頃
と
な
り
、
横
死
し
た
天
暦
九
（
九
五
五
）
年
は
五
十
五
〜
六
歳
く
ら
い
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
、忠
幹
の
拾
遺
集
歌
を
検
討
し
た
と
き
、
そ
の
詠
歌
時
期
に
も
、
二
つ
の
可
能
性
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。
 
橘
の
忠
幹
が
人
の
女むすめに
し
の
び
て
物
言
ひ
侍
け
る
頃
、
遠
き
所
に
ま
か
り
侍
と
て
、
こ
の
女
の
も
と
に
言
ひ
遣
は
し
け
る
470
忘
る
な
よ
ほ
ど
は
雲
井
に
成
ぬ
と
も
空
行
月
の
廻
あ
ふ
ま
で
 
　
（『
拾
遺
和
歌
集
』
巻
八
、
雜
上）13
（
）
右
の
詞
書
「
遠
き
と
こ
ろ
に
ま
か
り
侍
」
を
父
の
任
国
・
長
門
に
あ
て
る
か
、
そ
れ
と
も
忠
幹
自
身
の
任
国
・
駿
河
に
あ
て
る
か
で
所
詠
時
期
は
異
る
。
た
だ
し
、言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、詠
歌
時
期
が
そ
の
ま
ま
『
伊
勢
物
語
』
の
成
立
時
期
と
結
び
つ
く
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
歌
が
『
伊
勢
物
語
』
に
採
ら
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
、
岡
一
男
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る）14
（
。「
忘
る
な
よ
ほ
ど
は
雲
居
に
な
り
ぬ
と
も
空
行
く
月
の
め
ぐ
り
逢
ふ
ま
で
」
の
歌
は
「
拾
遺
」
の
巻
八
に
あ
っ
て
、
橘
忠
基
（
マ
マ
）の
作
で
あ
っ
て
、
彼
は
天
暦
九
年
駿
河
介
在
任
中
に
賊
の
た
め
に
殺
さ
れ
た
人
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
彼
が
駿
河
赴
任
前
に
、「
人
の
め
に
し
の
び
て
物
言
ひ
」
て
東
北
福
祉
大
学
研
究
紀
要
　
第
四
十
四
巻
八
に（ママ
）与
え
た
こ
の
歌
が
あ
は
れ
な
も
の
と
し
て
世
に
喧
傅
し
た
の
で
あ
ら
う
。
そ
れ
を
後
人
が
『
伊
勢
』
に
書
き
加
へ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
段
が
な
か
つ
た
本
も
あ
つ
た
に
ち
が
ひ
な
く
、
そ
れ
を
巻
尾
に
書
き
添
へ
た
古
本
も
あ
つ
た
で
あ
ら
う
 
（
以
下
略
。
引
用
の
括
弧
内
は
筆
者
注
）。
賊
に
よ
っ
て
非
業
の
死
を
遂
げ
た
男
の
あ
わ
れ
さ
が
歌
と
と
も
に
喧
伝
さ
れ
、
や
が
て
『
伊
勢
物
語
』
に
採
ら
れ
た
と
す
る
氏
の
指
摘
は
、
こ
の
後
、
肯
定
的
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
筆
者
も
そ
の
可
能
性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
た
だ
、
そ
の
場
合
素
朴
な
疑
問
が
二
つ
生
ず
る
。
一
つ
は
、
こ
の
歌
の
、
人
口
に
膾
炙
す
る
原
動
力
に
つ
い
て
で
あ
る
。
一
般
的
に
は
、
赴
任
に
先
だ
っ
て
再
会
を
約
し
た
歌
が
、
男
の
死
に
よ
っ
て
永
遠
の
別
れ
と
な
る
、
そ
の
あ
わ
れ
さ
に
支
え
ら
れ
て
伝
播
し
た
と
す
る
考
え
で
あ
る
が
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
な
ぜ
、
男
の
死
は
詞
書
に
活
か
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
拾
遺
和
歌
集
』
に
採
ら
れ
た
こ
の
歌
の
詞
書
に
は
作
者
名
表
記
が
な
く
、
歌
語
り
的
で
あ
る
と
い
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
な
お
さ
ら
の
こ
と
、
悲
恋
は
男
の
死
と
と
も
に
語
ら
れ
る
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
拾
遺
抄
・
集
の
成
立
は
、
忠
幹
の
死
か
ら
既
に
四
・
五
十
年
の
歳
月
が
過
ぎ
て
お
り
、
そ
れ
は
地
方
で
命
を
落
と
し
た
人
々
の
中
に
彼
の
記
憶
が
埋
も
れ
て
い
く
過
程
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
、
拾
遺
抄
・
集
の
詞
書
に
、
男
の
悲
運
が
語
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
忠
幹
の
死
と
と
も
に
歌
語
り
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
非
業
の
死
と
は
無
縁
の
と
こ
ろ
で
歌
は
管
理
さ
れ
、
伝
え
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
疑
問
の
二
つ
目
は
詠
歌
事
情
に
つ
い
て
で
あ
る
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
父
・
長
盛
が
長
門
守
に
補
任
さ
れ
た
の
は
延
喜
十
六
年
、
直
幹
が
十
九
歳
の
時
で
あ
る
。
仮
に
、
弟
の
忠
幹
の
年
齢
を
十
六
・
七
歳
と
仮
定
す
れ
ば
、
既
に
こ
の
時
、
想
い
を
寄
せ
る
女
性
が
い
て
、
父
に
随
行
し
て
い
く
忠
幹
の
切
な
る
想
い
が
寄
せ
ら
れ
た
歌
と
な
り
、
そ
れ
は
そ
れ
で
、
一
つ
の
物
語
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
忠
幹
の
横
死
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
初
恋
の
物
語
と
し
て
十
分
に
伝
播
す
る
力
を
も
っ
て
い
た
と
も
い
え
よ
う
。
た
だ
、そ
の
場
合
は
、
男
が
通
う
対
象
は
「
ひ
と
の
女むすめ」
と
す
る
拾
遺
集）15
（
の
方
が
伝
播
力
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
拾
遺
抄
の
詞
書
「
ひ
と
の
妻め
」
で
は
十
代
半
ば
過
ぎ
に
し
て
は
や
人
妻
に
通
う
早
熟
な
男
の
恋
歌
と
な
っ
て
、享
受
者
の
印
象
も
ま
た
、違
っ
た
も
の
に
な
ろ
う
。
で
は
、駿
河
国
に
赴
任
し
た
五
十
代
半
ば
で
は
ど
う
か
。
集
の
「
ひ
と
の
女むすめ
」
に
し
て
も
、
あ
る
い
は
抄
の
「
人
の
妻め
」
に
し
て
も
、
そ
れ
が
「
し
の
び
て
も
の
言
ひ
侍
」
る
状
態
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
い
さ
さ
か
褒
め
ら
れ
た
関
係
と
は
言
い
が
た
い
と
考
え
る
の
は
、
あ
ま
り
に
今
日
的
な
倫
理
観
に
縛
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
『
拾
遺
和
歌
集
』
に
は
、「
人
の
妻め
」
に
通
う
、
も
し
く
は
そ
れ
に
類
い
す
る
歌
が
二
首
見
ら
れ
る
。
人
の
妻め
し
侍
り
け
る
男
の
、
獄ひとやに
侍
り
て
、
乳
母
の
も
と
に
遣
は
し
け
る
1225
し
の
び
つ
つ
夜
こ
そ
き
し
か
唐
衣
ひ
と
や
見
む
と
は
思
は
ざ
り
し
を
伊
勢
物
語
十
一
段
の
成
立
と
拾
遺
集
橘
忠
幹
歌
九
貞
盛
が
住
み
侍
り
け
る
女
に
、
国
用
が
忍
び
て
通
ひ
侍
り
け
る
ほ
ど
に
、
貞
盛
ま
う
で
来
け
れ
ば
、
惑
ひ
て
塗
籠
に
隠
し
て
、
後
の
戸
よ
り
逃
が
し
侍
り
け
る
、
つ
と
め
て
、
言
ひ
遣
は
し
け
る
 
国
用
1226
宮
作
る
飛
騨
の
匠
の
手
斧
音
ほ
と
〳
〵
し
か
る
め
を
も
見
し
か
な
一
首
は
「
人
の
妻め
し
侍
り
け
る
」
関
係
が
発
覚
し
て
「
獄ひとや」
を
見
る
羽
目
に
陥
っ
た
男
の
後
悔
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
が
、「
人
や
見
む
」
と
「
獄ひとや
や
見
む
」
と
の
語
呂
合
わ
せ
を
楽
し
む
て
い
ど
の
諧
謔
歌
と
も
と
れ
る
。
も
う
一
首
は
人
目
を
忍
ん
で
通
う
藤
原
国
用
が
平
貞
盛
と
鉢
合
わ
せ
た
危
険
を
詠
ん
だ
も
の
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
も
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
平
貞
盛
は
将
門
を
討
伐
し
て
武
勲
を
た
て
、
係
累
を
次
々
に
養
子
に
迎
え
て
東
国
各
地
に
据
え
、
在
地
豪
族
化
し
た
豪
勇
で
あ
る）16
（
。
小
一
条
家
と
の
縁
も
深
く
、
陸
奥
守
と
し
て
国
用
が
送
ら
れ
た
の
も
彼
が
小
一
条
家
の
家
司
的
立
場
に
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
が
あ
る）17
（
。
歌
の
背
景
で
あ
る
貞
盛
の
武
功
は
都
中
に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
一
首
の
中
心
は
天
下
無
双
の
豪
勇
に
鉢
合
わ
せ
た
恐
ろ
し
さ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
貞
盛
と
は
旧
知
の
間
柄
で
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
女
が
正
式
な
妻
と
は
思
え
な
い
こ
と
等
を
勘
案
す
れ
ば
、
ど
れ
ほ
ど
の
緊
迫
感
が
あ
っ
た
の
か
疑
わ
し
い
。
両
歌
と
も
に
深
刻
な
内
容
を
も
た
ず
、
わ
ず
か
に
、
禁
忌
を
犯
す
背
徳
性
が
背
後
に
感
じ
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。
と
も
あ
れ
、
忠
幹
の
詠
歌
時
期
に
年
齢
を
組
み
込
ん
だ
と
き
、
歌
語
り
の
内
容
と
歌
と
の
間
に
は
違
和
感
が
残
り
、
岡
氏
の
説
く
歌
語
り
の
状
況
を
全
面
的
に
支
持
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
く
な
る
。
む
し
ろ
、
歌
語
り
の
場
は
小
規
模
な
範
囲
に
と
ど
ま
り
、
歌
と
語
り
と
が
分
離
し
や
す
い
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
が
、
伊
勢
物
語
の
東
下
り
と
い
う
全
く
違
う
場
面
に
活
か
さ
れ
て
い
く
原
因
と
も
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
詠
歌
時
期
と
歌
語
り
さ
れ
て
い
く
過
程
と
を
考
え
る
に
は
、今
一
度
、
『
拾
遺
和
歌
集
』
の
詞
書
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
同
歌
の
詞
書
は
通
常
の
勅
撰
集
の
定
型
的
な
詞
書
か
ら
は
み
出
し
た
形
を
と
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
忠
幹
の
伊
勢
物
語
歌
借
用
説
を
生
ん
だ
り
、
歌
語
り
伝
播
説
を
生
ん
だ
り
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
詞
書
の
特
異
性
（
歌
語
り
的
で
あ
る
こ
と
）
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
忠
幹
歌
・
詞
書
の
特
異
性
　
そ
の
一
　
借
用
説
当
否
は
や
く
に
『
伊
勢
物
語
闕
疑
抄
』
が
三
条
西
公
条
の
説
を
紹
介
し
た
よ
う
に
、『
拾
遺
和
歌
集
』
に
採
ら
れ
た
忠
幹
歌
は
、
本
来
伊
勢
物
語
歌
で
あ
っ
た
も
の
を
、
彼
が
当
意
即
妙
に
引
用
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
で
あ
る
。
称
名
院
殿
新
義
に
、
直
幹
の
哥
な
ら
ば
、「
人
の
む
す
め
に
忍
び
て
物
い
ひ
侍
り
け
る
比
、
遠
き
所
に
ま
か
り
侍
と
て
、
此
女
の
も
と
に
い
ひ
つ
か
は
し
け
る　
橘
直
幹
」
と
あ
り
て
、
次
に
此
哥
有
べ
き
を
、
詞
書
東
北
福
祉
大
学
研
究
紀
要
　
第
四
十
四
巻
一
〇
に
、橘
た
ゝ
も
と
が
人
の
む
す
め
に
と
│
如
此
あ
り
。業
平
の
哥
を
、
こ
ゝ
に
似
合
た
れ
ば
、
か
き
て
を
く
り
た
る
と
あ
そ
ば
す
。
此
義
面
白
し
。（『
伊
勢
物
語
闕
疑
抄
』片
桐
洋
一『
伊
勢
物
語
の
研
究　
〔
資
料
編
〕』
明
治
書
院
一
九
六
九
年
一
月
）
詞
書
を
素
直
に
解
釈
す
る
か
ぎ
り
、
忠
幹
の
作
と
な
る
こ
と
は
大
方
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、勅
撰
集
一
般
の
あ
り
方
を
問
う
な
ら
ば
、
公
条
の
説
く
よ
う
に
（
傍
線
部
）、
定
位
置
に
作
者
表
記
が
あ
っ
た
上
で
、
作
者
視
点
か
ら
詠
歌
事
情
は
説
明
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
、
こ
の
よ
う
に
異
例
な
形
を
と
る
と
こ
ろ
か
ら
、借
用
説
は
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
あ
り
方
に
対
し
て
、
松
田
喜
好
氏
は
、「
歌
の
詠
み
手
と
作
者
」
が
同
一
の
場
合
は
型
通
り
に
作
者
名
表
記
し
、
逆
に
疑
わ
し
い
場
合
に
は
作
者
名
を
詞
書
の
中
に
組
み
込
む
傾
向
が
あ
る
と
す
る
が
、
そ
の
事
例
は
提
示
さ
れ
て
い
な
い）18
（
。
ま
た
、
石
田
譲
二
氏
は
、
詞
書
の
中
に
詠
者
名
が
含
ま
れ
、
詞
書
の
終
わ
り
に
作
者
名
を
書
か
な
い
形
式
の
歌
が
『
拾
遺
和
歌
集
』
に
三
十
二
例
ほ
ど
見
ら
れ
る
と
し
、
そ
れ
は
「
資
料
と
な
っ
た
歌
語
り
の
形
を
忠
実
に
踏
襲
し
た
」
結
果
で
あ
る
と
す
る
が
、
氏
も
ま
た
、
そ
の
根
拠
と
な
る
歌
を
示
し
て
い
な
い）19
（
。
一
方
、
後
藤
祥
子
氏
は
「
作
者
名
が
詞
書
の
終
わ
っ
た
後
の
定
位
置
に
来
ず
、
詞
書
き
中
に
あ
る
例
」
を
古
今
集
、
後
撰
集
、
拾
遺
集
等
か
ら
拾
い
出
し
つ
つ
、い
ず
れ
の
勅
撰
集
に
も
同
様
の
形
式
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
拾
遺
集
の
作
者
表
記
が
と
り
わ
け
「
破
格
」
で
あ
り
、
詞
書
の
あ
り
方
が
そ
の
ま
ま
借
用
説
へ
と
直
結
す
る
も
の
で
な
い
と
す
る
が
、
証
左
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
用
例
は
四
勅
撰
集
で
十
三
例
ほ
ど
で
、
全
用
例
を
示
し
て
い
る
訳
で
は
な
い）20
（
。
そ
こ
で
、
先
学
の
指
摘
を
踏
ま
え
つ
つ
、
筆
者
も
『
拾
遺
和
歌
集
』
か
ら
同
様
の
例
を
抜
き
出
し
て
み
た
。
条
件
は
作
者
名
が
詞
書
の
終
わ
っ
た
後
の
定
位
置
に
来
ず
、
詞
書
中
に
あ
っ
て
、
且
つ
、
前
歌
の
作
者
表
記
に
影
響
を
受
け
な
い
歌
と
し
た
。こ
こ
で
、「
前
歌
の
作
者
表
記
に
影
響
を
受
け
な
い
歌
」
と
限
定
し
た
の
は
、
作
者
名
表
記
が
な
い
場
合
、
勅
撰
集
一
般
の
慣
例
に
倣
え
ば
忠
幹
歌
は
前
歌
（
四
六
九
）
の
「
詠
人
不
知
」
を
承
け
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
後
藤
氏
も
そ
の
可
能
性
を
認
め
つ
つ
、
三
例
を
あ
げ
て
否
定
し
て
い
る）21
（
が
、
重
複
を
避
け
て
、
次
の
一
例
を
示
し
て
お
こ
う
。
光
明
皇
后
、
山
階
寺
に
あ
る
仏
跡
に
か
き
つ
け
た
ま
ひ
け
る
1345
三
十
路
あ
ま
り
二
つ
の
姿
備
へ
た
る
昔
の
人
の
踏
め
る
跡
ぞ
こ
れ
前
歌
一
三
四
四
は
定
位
置
に
「
空
也
上
人
」
の
作
者
表
記
が
あ
る
が
、
そ
の
影
響
が
本
歌
の
作
者
・
光
明
皇
后
に
及
ば
な
い
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
前
歌
の
作
者
表
記
を
承
け
ず
、
か
つ
作
者
表
記
が
詞
書
中
に
含
ま
れ
る
例
を
『
拾
遺
和
歌
集
』
中
よ
り
抜
き
出
す
と
、
都
合
二
十
八
例
と
な
る）22
（
。
そ
れ
を
、
部
立
て
別
に
み
る
と
明
ら
に
偏
り
が
見
ら
れ
る
。
巻
八
・
九
の
雑
上
下
の
十
一
首
と
巻
十
九
の
雑
恋
の
五
首
、
巻
二
十
哀
傷
の
五
首
が
突
出
し
て
多
い
。
そ
れ
が
何
を
意
味
す
る
の
か
は
明
確
に
し
え
な
い
が
、
撰
歌
伊
勢
物
語
十
一
段
の
成
立
と
拾
遺
集
橘
忠
幹
歌
一
一
対
象
と
な
っ
た
資
料
の
う
ち
、
雑
の
部
立
て
は
通
常
の
編
集
規
則
か
ら
は
ず
れ
た
、
簡
潔
な
詞
書
と
し
て
収
ま
り
に
く
い
も
の
、
あ
る
い
は
歌
語
り
さ
れ
た
も
の
が
集
め
ら
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
本
来
な
ら
ば
「
恋
」
の
部
立
に
入
る
べ
き
歌
が
「
雑
」
に
入
っ
て
い
る
の
も
、
と
も
す
れ
ば
そ
う
い
う
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
憶
測
の
域
は
出
な
い
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
歌
が
ど
の
よ
う
な
編
集
作
業
を
通
し
て
採
録
さ
れ
た
の
か
を
考
え
る
と
き
、
解
決
の
糸
口
が
見
え
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
次
の清
原
元
輔
肥
後
守
に
侍
り
け
る
時
、
か
の
国
の
鼓
の
滝
と
い
ふ
所
を
見
に
ま
か
り
た
り
け
る
に
、
こ
と
や
う
な
る
法
師
の
よ
み
侍
り
け
る
556
音
に
聞
く
鼓
の
滝
を
う
ち
見
れ
ば
た
だ
山
河
の
な
る
に
ぞ
有
り
け
る
な
ど
は
、
も
と
も
と
は
「
清
原
元
輔
が
鼓
の
滝
で
耳
に
し
た
歌
」
を
自
身
の
備
忘
録
に
書
き
付
け
た
も
の
と
す
れ
ば
、
そ
の
本
来
の
形
は
傍
線
を
除
い
た
「
鼓
の
滝
と
い
ふ
所
を
見
に
ま
か
り
た
り
け
る
に
、
こ
と
や
う
な
る
法
師
の
よ
み
侍
り
け
る
」
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
、『
拾
遺
和
歌
集
』
に
採
歌
さ
れ
る
に
お
よ
ん
で
、
傍
線
部
の
「
清
原
元
輔
」
あ
る
い
は
「
清
原
元
輔
肥
後
守
に
侍
り
け
る
時
、
か
の
く
に
の
」
が
編
者
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
同
様
な
可
能
性
は
、
次
の
例
に
も
適
用
さ
れ
そ
う
で
あ
る）23
（
。
菅
原
の
大
臣
か
う
ぶ
り
し
侍
り
け
る
夜
、
母
の
よ
み
侍
り
け
る
473
久
方
の
月
の
桂
も
折
る
ば
か
り
家
の
風
を
も
ふ
か
せ
て
し
が
な
源
重
之
が
母
の
近
江
の
国
府
に
侍
り
け
る
に
、
む
ま
ご
の
あ
づ
ま
よ
り
夜
の
ぼ
り
て
急
ぐ
事
侍
り
て
、
え
こ
の
た
び
あ
は
で
の
ぼ
り
ぬ
る
こ
と
と
い
ひ
て
侍
り
け
れ
ば
、
祖
母
の
女
の
よ
み
侍
り
け
る
545 
親
の
親
と
思
は
ま
し
か
ば
と
ひ
て
ま
し
わ
が
こ
の
こ
に
は
あ
ら
ぬ
な
る
べ
し
両
歌
と
も
そ
れ
ぞ
れ
出
典
が
菅
原
道
真
、
源
重
之
の
側
か
ら
の
資
料
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
本
来
は
傍
線
部
の
な
か
っ
た
も
の
が
、
撰
集
の
際
に
加
え
ら
れ
た
と
考
え
て
も
、
無
理
は
な
い
。
あ
る
い
は
、
傍
線
部
を
欠
い
た
ま
ま
、
定
位
置
に
「
菅
原
道
真
の
母
」「
源
重
之
が
母
」
と
置
い
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
う
な
ら
な
か
っ
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。『
枕
草
子
』
に
次
の
よ
う
な
一
段
が
あ
る
を
か
し
と
思
ふ
歌
を
草
子
な
ど
に
書
き
て
置
き
た
る
に
、
い
ふ
か
ひ
な
き
下
衆
の
う
ち
歌
ひ
た
る
こ
そ
、
い
と
心
憂
け
れ
。
 
　
（『
枕
草
子
』
二
九
〇
段
「
を
か
し
と
思
ふ
歌
を
」）
東
北
福
祉
大
学
研
究
紀
要
　
第
四
十
四
巻
一
二
下
衆
の
セ
ン
ス
と
同
じ
だ
っ
た
こ
と
を
嫌
悪
す
る
清
少
納
言
の
忸
怩
た
る
思
い
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は
、
清
少
納
言
が
そ
の
歌
を
冊
子
に
ど
の
よ
う
な
形
で
書
き
付
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
前
掲
四
七
三
の
歌
で
は
ど
う
か
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、『
拾
遺
和
歌
集
』
と
同
じ
形
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
も
、「
下
衆
」
ま
で
も
「
う
ち
歌
ひ
た
る
」
実
態
か
ら
し
て
、
相
当
広
く
人
口
に
膾
炙
し
て
い
た
訳
で
あ
る
か
ら
、
色
々
な
と
こ
ろ
で
少
し
ず
つ
形
を
変
え
て
記
録
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
撰
集
過
程
で
集
ま
っ
て
き
た
数
種
の
詞
書
が
合
成
さ
れ
て
勅
撰
集
に
取
り
込
ま
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
あ
り
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。こ
こ
に
、
歌
語
り
が
文
字
化
さ
れ
て
定
着
し
て
い
く
過
程
と
い
う
も
の
が
ほ
の
見
え
る
の
で
あ
る
。
石
田
氏
の
「
歌
語
り
を
忠
実
に
踏
襲
」
し
て
い
る
と
の
指
摘
も
納
得
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
、
先
に
あ
げ
た
五
五
六
の
清
原
元
輔
が
書
き
付
け
た
で
あ
ろ
う
歌
の
例
な
ど
を
み
る
と
、
こ
れ
が
『
枕
草
子
』
の
例
の
よ
う
に
広
く
歌
語
り
さ
れ
て
い
た
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
嚢
中
に
長
ら
く
収
め
ら
れ
て
い
た
も
の
な
の
か
、に
わ
か
に
判
断
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
『
拾
遺
和
歌
集
』
の
作
者
名
表
記
を
も
た
な
い
ケ
ー
ス
は
、
当
該
歌
が
作
者
当
人
の
家
集
か
ら
出
た
も
の
で
は
な
く
、
間
接
的
に
、
人
を
介
し
て
出
て
き
た
場
合
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
歌
語
り
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
ち
が
い
な
い
が
、
そ
の
規
模
が
一
人
な
の
か
、
数
人
な
の
か
、
広
汎
な
の
か
、
一
律
に
論
じ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
片
桐
洋
一
氏
は
歌
物
語
を
成
り
立
た
せ
る
為
の
基
本
的
な
要
件
と
し
て）24
（
、
（
1
）　
人
物
の
設
定
　
　
　
A
歌
の
作
者
た
る
人
物
の
設
定
・
提
示
と
そ
の
行
動
　
　
　
B
歌
の
受
け
手
た
る
人
物
の
設
定
・
提
示
と
そ
の
行
動
　
　
　
C
右
以
外
の
第
三
者
の
設
定
・
提
示
と
そ
の
行
動
（
2
）　
人
物
の
行
動
す
る
「
時
」
の
設
定
と
説
明
（
3
）　
人
物
の
行
動
す
る
「
場
」
の
設
定
と
説
明
の
三
点
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
〔
忠
幹
の
名
が
〕
詞
書
で
出
て
い
る
事
実
（
拾
遺
抄
、
雑
下
も
同
じ
）
に
注
意
し
た
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
拾
遺
和
歌
集
の
他
の
歌
の
場
合
の
よ
う
に
、
そ
の
詞
書
を
「
と
ほ
き
所
に
ま
か
り
侍
る
と
て
、
し
の
び
て
も
の
い
ひ
侍
り
け
る
女
に
い
ひ
つ
か
は
し
け
る　
　
　
た
ち
ば
な
の
た
だ
も
と
」
と
何
故
記
さ
な
か
っ
た
の
か
。
あ
え
て
言
え
ば
こ
の
拾
遺
抄
・
拾
遺
和
歌
集
の
場
合
か
ら
し
て
、
作
者
「
た
ち
ば
な
の
た
ゞ
も
と
」
を
第
三
人
称
化
し
て
詞
書
の
冒
頭
に
記
す
物
語
的
方
法
を
と
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の
歌
が
本
来
的
に
「
歌
語
り
」
や
歌
物
語
に
ふ
さ
わ
し
い
歌
だ
っ
た
か
ら
だ
と
私
は
思
う
の
で
あ
る
。
＊
〔　
〕
内
は
筆
者
注）25
（
。
と
述
べ
て
い
る
。
歌
語
り
を
定
義
す
る
に
は
、
確
か
に
右
の
よ
う
な
条
件
付
け
を
し
て
い
か
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
が
、そ
う
で
あ
る
か
ら
と
言
っ
て
、
そ
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
も
の
が
歌
語
り
と
し
て
人
口
に
膾
炙
し
て
い
た
と
伊
勢
物
語
十
一
段
の
成
立
と
拾
遺
集
橘
忠
幹
歌
一
三
は
必
ず
し
も
い
え
ず
、
歌
語
り
と
し
て
巷
間
に
流
布
し
て
い
た
場
合
も
、
あ
る
い
は
、
編
集
の
段
階
で
詞
書
に
加
筆
さ
れ
た
結
果
が
歌
語
り
的
な
表
現
に
な
っ
た
場
合
も
、
両
様
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
忠
幹
歌
・
詞
書
の
特
異
性
　
そ
の
二
　『
拾
遺
抄
』
か
ら
『
拾
遺
和
歌
集
』
へ
同
じ
問
題
を
別
の
側
面
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。
実
は
、
忠
幹
歌
は
『
拾
遺
和
歌
集
』
と
と
も
に
、『
拾
遺
抄
』
に
も
採
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
「
忠
幹
」
の
名
が
作
者
名
と
し
て
表
記
さ
れ
て
い
る
。
橘
の
忠
幹
が
人
の
妻め
に
し
の
び
て
物
言
ひ
侍
り
け
る
頃
、
遠
き
所
に
ま
か
り
侍
り
と
て
こ
の
女
の
も
と
に
言
ひ
遣
は
し
て
侍
り
け
る
 
　
　
　
忠
幹
528
忘
る
な
よ
ほ
ど
は
雲
井
に
な
り
ぬ
と
も
空
ゆ
く
月
の
め
ぐ
り
あ
ふ
ま
で　
 
（『
拾
遺
和
歌
抄
』
巻
十
、
雜
下
）
『
拾
遺
抄
』
五
七
九
首
か
ら
『
拾
遺
和
歌
集
』
一
三
五
一
首
へ
と
大
幅
に
増
補
が
お
こ
な
わ
れ
た）26
（
そ
の
編
集
過
程
に
お
い
て
、
歌
の
加
除
・
移
動
が
お
こ
な
わ
れ
、そ
の
際
に
作
者
名
表
記
に
改
変
が
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
こ
に
は
ど
の
よ
う
な
規
準
が
設
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
掲
二
十
八
例
の
う
ち
、
拾
遺
集
・
抄
に
共
通
す
る
歌
は
十
首
で
あ
る
。
そ
の
十
首
に
絞
っ
て
、
作
者
表
記
の
相
違
を
あ
げ
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
　
　
図
表
3
拾　
遺　
抄
拾　
遺　
和　
歌　
集
Ａ
①
（
527
題
有　
源
為
憲
）
　
　
　
 
橘
の
忠
幹
が
人
の
め
に
し
の
び
て
も
の
言
ひ
侍
り
け
る
こ
ろ
、
遠
き
所
に
ま
か
り
侍
り
と
て
、
こ
の
女
の
も
と
に
言
ひ
遣
は
し
て
侍
り
け
る
た
だ
も
と
528
忘
る
な
よ
ほ
ど
は
雲
井
に
な
り
ぬ
と
も
空
ゆ
く
月
の
廻
り
あ
ふ
ま
で
（
469
題
有　
詠
人
不
知
）
　
　
　
 
橘
の
忠
幹
が
人
の
む
す
め
に
し
の
び
て
も
の
言
ひ
侍
り
け
る
こ
ろ
、
遠
き
所
に
ま
か
り
侍
る
と
て
、
こ
の
女
の
も
と
に
言
ひ
遣
は
し
け
る
470
忘
る
な
よ
ほ
ど
は
雲
ゐ
に
な
り
ぬ
と
も
空
行
く
月
の
廻
り
あ
ふ
ま
で
②
（
546
題
有　
源
景
明
）
　
　
　
 
二
条
太
政
大
臣
右
近
番
長
紀
清
忠
を
召
し
よ
せ
て
歌
詠
ま
せ
侍
り
け
る
に
、
美
濃
掾
の
ぞ
み
侍
り
け
る
が
叶
は
ず
侍
り
け
る
こ
ろ
に
侍
り
け
れ
ば
清
忠
547
限
り
な
き
涙
の
露
に
結
ば
れ
て
人
の
し
も
と
は
な
る
に
や
あ
る
ら
ん
（
502
題
有　
元
輔
）
　
　
　
 
二
条
右
大
臣
、
左
近
番
長
佐
伯
清
忠
を
召
し
て
歌
詠
ま
せ
侍
り
け
る
を
、
の
ぞ
む
こ
と
侍
り
け
る
が
叶
ひ
侍
ら
ざ
り
け
る
こ
ろ
に
て
、
詠
み
侍
り
け
る
503
限
な
き
涙
の
露
に
結
ば
れ
て
人
の
し
も
と
は
な
る
に
や
あ
る
ら
ん
東
北
福
祉
大
学
研
究
紀
要
　
第
四
十
四
巻
一
四
A
③
（
353
〜
題
不
知　
読
人
不
知
）
　
　
　
 
国
用
が
む
す
め
を
藤
原
知
光
が
ま
か
り
さ
り
て
後
、
鏡
を
返
し
遣
は
す
と
て
書
き
つ
け
て
侍
り
け
る
を
ん
な
355
か
き
た
え
て
覚
束
な
さ
の
ま
す
鏡
み
ず
は
我
が
身
の
憂
さ
も
ま
さ
ら
じ
（
913
題
不
知　
詠
人
不
知
、
914
表
記
ナ
シ
）
　
　
　
 
国
用
が
む
す
め
を
知
光
ま
か
り
去
り
て
の
ち
、
鏡
を
返
し
遣
は
す
と
て
、
書
き
つ
け
て
遣
は
し
け
る
915
影
た
え
て
覚
束
な
さ
の
ま
す
鏡
見
ず
は
我
が
身
の
憂
さ
も
し
ら
れ
じ
④
（
367
題
し
ら
ず　
貫
之
）
　
　
　
 
善
祐
が
流
さ
れ
侍
り
け
る
時
あ
る
女
の
言
ひ
遣
は
し
け
る
読
人
不
知
368
な
く
涙
世
は
み
な
海
と
成
り
な
な
む
同
じ
渚
に
浪
や
寄
す
る
と
（
巻
十
五
、
恋
五
、
巻
頭
歌
）
　
　
　
 
善
祐
法
師
な
が
さ
れ
侍
り
け
る
時
、
母
の
い
ひ
つ
か
は
し
け
る
925
な
く
涙
世
は
み
な
海
と
な
り
な
な
ん
同
じ
渚
に
流
れ
寄
る
べ
く
⑤
（
454
題
有　
源
景
明
）
　
　
　
 
男
侍
り
け
る
女
を
せ
ち
に
懸
想
し
侍
り
て
、
あ
る
男
の
遣
は
し
け
る読
人
不
知
455
有
り
と
て
も
幾
世
か
は
ふ
る
唐
国
の
虎
伏
す
野
辺
に
身
を
も
投
げ
て
（
1226
題
有　
国
用
）
　
　
　
 
男
も
ち
た
る
女
を
、
せ
ち
に
懸
想
し
侍
り
て
、
あ
る
男
の
遣
は
し
け
る
1227
有
り
と
て
も
幾
世
か
は
ふ
る
唐
国
の
虎
伏
す
野
辺
に
身
を
も
投
げ
て
ん
⑥
（
576
題
有
、
詠
人
不
知
）
　
　
　
 
行
ひ
し
侍
り
け
る
人
の
苦
し
く
お
ぼ
え
は
べ
り
け
れ
ば
、
え
起
き
侍
ら
ざ
り
け
る
後
夜
に
を
か
し
げ
な
る
小
法
師
の
突
き
お
ど
ろ
か
す
と
て
詠
み
侍
り
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
う
れ
578
年
を
経
て
払
ふ
塵
だ
に
あ
る
も
の
を
今
幾
世
と
て
た
ゆ
む
な
る
ら
む
（
1340
題
有
、
実
方
）
　
　
　
 
行
ひ
し
侍
り
け
る
人
の
、
苦
し
く
お
ぼ
え
侍
り
け
れ
ば
、
え
起
き
侍
ら
ざ
り
け
る
夜
の
夢
に
、
を
か
し
げ
な
る
法
師
の
突
き
お
ど
ろ
か
し
て
読
み
侍
り
け
る
1341
朝
あ
さ
ご
と
に
払
ふ
塵
だ
に
あ
る
も
の
を
今
幾
世
と
て
た
ゆ
む
な
る
ら
ん
Ｂ
⑦
（
543
題
有　
能
宣
）
　
　
　
 
大
隅
守
桜
島
忠
信
が
侍
り
け
る
時
、
郡
の
官
に
頭
白
き
翁
の
侍
り
け
る
を
、
召
し
か
う
が
へ
ん
と
し
侍
り
け
る
に
544
老
い
は
て
て
雪
の
山
を
ば
戴
け
ど
し
も
と
見
る
に
ぞ
身
は
冷
え
に
け
る
（
563
題
有　
元
輔
）
　
　
　
 
大
隅
守
桜
島
の
忠
信
が
国
に
侍
り
け
る
時
、
郡
の
官
に
頭
白
き
翁
の
侍
り
け
る
を
召
し
か
む
が
へ
ん
と
し
侍
り
け
る
時
、
翁
の
よ
み
侍
り
け
る
564
老
い
は
て
て
雪
の
山
を
ば
い
た
だ
け
ど
し
も
と
見
る
に
ぞ
身
は
冷
え
に
け
る
こ
の
歌
に
よ
り
て
ゆ
る
さ
れ
侍
り
に
け
り
Ｃ
⑧
（
437
題
有　
小
野
好
古
）
　
　
　
 
菅
原
の
大
臣
の
元
服
し
侍
り
け
る
夜
、
母
が
詠
み
侍
り
け
る
438
久
方
の
月
の
桂
も
を
る
ば
か
り
家
の
風
を
も
吹
か
せ
て
し
か
な
（
472
題
有　
藤
原
後
生
）
　
　
　
 
菅
原
の
大
臣
か
う
ぶ
り
し
侍
り
け
る
夜
、
母
の
詠
み
侍
り
け
る
473
久
方
の
月
の
桂
も
を
る
ば
か
り
家
の
風
を
も
吹
か
せ
て
し
か
な
伊
勢
物
語
十
一
段
の
成
立
と
拾
遺
集
橘
忠
幹
歌
一
五
右
の
通
り
、
十
首
の
う
ち
、『
拾
遺
抄
』
か
ら
『
拾
遺
和
歌
集
』
に
移
行
す
る
際
に
作
者
名
表
記
が
削
除
さ
れ
た
の
が
十
首
中
六
首
（
A
）、
逆
に
詠
者
名
が
付
け
加
え
ら
れ
た
の
が
一
首
（
B
）、
若
干
の
修
正
が
加
え
ら
れ
た
の
が
三
首
（
C
）
で
あ
る
。
A
の
作
者
名
表
記
が
削
除
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
、
作
者
名
が
な
く
と
も
自
明
な
場
合
と
考
え
て
よ
く
、
た
と
え
ば
、
A-
②
で
は
、『
拾
遺
抄
』
は
美
濃
掾
を
望
ん
だ
清
忠
の
願
い
が
叶
わ
な
か
っ
た
歌
で
、
定
位
置
に
作
者
表
記
を
も
つ
が
、『
拾
遺
和
歌
集
』
で
は
そ
れ
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
抄
の
方
が
丁
寧
で
は
あ
る
も
の
の
、
集
で
は
、
誤
解
を
生
じ
な
い
と
こ
ろ
で
省
筆
を
施
し
て
い
る
形
跡
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
A-
③
も
同
様
で
あ
る
。
抄
に
は
「
を
ん
な
」
と
明
記
さ
れ
る
の
で
作
者
に
迷
い
が
生
じ
る
余
地
は
な
い
が
、
集
の
方
で
は
作
者
表
記
が
な
い
の
で
送
り
返
し
た
の
が
知
光
な
の
か
国
用
女
な
の
か
判
断
に
迷
う
余
地
は
残
る
。
た
だ
、
当
時
の
招
婿
婚
と
い
う
風
習
か
ら
し
て
、
も
の
を
持
ち
込
む
の
は
婿
側
、
送
り
返
す
の
は
妻
側
と
い
う
暗
黙
の
了
解
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
判
断
に
迷
う
こ
と
が
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。『
拾
遺
和
歌
集
』
に
は
、
他
に
も
調
度
や
、
馬
の
返
還
が
な
さ
れ
て
い
A
③
（
353
〜
題
不
知　
読
人
不
知
）
　
　
　
 
国
用
が
む
す
め
を
藤
原
知
光
が
ま
か
り
さ
り
て
後
、
鏡
を
返
し
遣
は
す
と
て
書
き
つ
け
て
侍
り
け
る
を
ん
な
355
か
き
た
え
て
覚
束
な
さ
の
ま
す
鏡
み
ず
は
我
が
身
の
憂
さ
も
ま
さ
ら
じ
（
913
題
不
知　
詠
人
不
知
、
914
表
記
ナ
シ
）
　
　
　
 
国
用
が
む
す
め
を
知
光
ま
か
り
去
り
て
の
ち
、
鏡
を
返
し
遣
は
す
と
て
、
書
き
つ
け
て
遣
は
し
け
る
915
影
た
え
て
覚
束
な
さ
の
ま
す
鏡
見
ず
は
我
が
身
の
憂
さ
も
し
ら
れ
じ
④
（
367
題
し
ら
ず　
貫
之
）
　
　
　
 
善
祐
が
流
さ
れ
侍
り
け
る
時
あ
る
女
の
言
ひ
遣
は
し
け
る
読
人
不
知
368
な
く
涙
世
は
み
な
海
と
成
り
な
な
む
同
じ
渚
に
浪
や
寄
す
る
と
（
巻
十
五
、
恋
五
、
巻
頭
歌
）
　
　
　
 
善
祐
法
師
な
が
さ
れ
侍
り
け
る
時
、
母
の
い
ひ
つ
か
は
し
け
る
925
な
く
涙
世
は
み
な
海
と
な
り
な
な
ん
同
じ
渚
に
流
れ
寄
る
べ
く
⑤
（
454
題
有　
源
景
明
）
　
　
　
 
男
侍
り
け
る
女
を
せ
ち
に
懸
想
し
侍
り
て
、
あ
る
男
の
遣
は
し
け
る読
人
不
知
455
有
り
と
て
も
幾
世
か
は
ふ
る
唐
国
の
虎
伏
す
野
辺
に
身
を
も
投
げ
て
（
1226
題
有　
国
用
）
　
　
　
 
男
も
ち
た
る
女
を
、
せ
ち
に
懸
想
し
侍
り
て
、
あ
る
男
の
遣
は
し
け
る
1227
有
り
と
て
も
幾
世
か
は
ふ
る
唐
国
の
虎
伏
す
野
辺
に
身
を
も
投
げ
て
ん
⑥
（
576
題
有
、
詠
人
不
知
）
　
　
　
 
行
ひ
し
侍
り
け
る
人
の
苦
し
く
お
ぼ
え
は
べ
り
け
れ
ば
、
え
起
き
侍
ら
ざ
り
け
る
後
夜
に
を
か
し
げ
な
る
小
法
師
の
突
き
お
ど
ろ
か
す
と
て
詠
み
侍
り
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
う
れ
578
年
を
経
て
払
ふ
塵
だ
に
あ
る
も
の
を
今
幾
世
と
て
た
ゆ
む
な
る
ら
む
（
1340
題
有
、
実
方
）
　
　
　
 
行
ひ
し
侍
り
け
る
人
の
、
苦
し
く
お
ぼ
え
侍
り
け
れ
ば
、
え
起
き
侍
ら
ざ
り
け
る
夜
の
夢
に
、
を
か
し
げ
な
る
法
師
の
突
き
お
ど
ろ
か
し
て
読
み
侍
り
け
る
1341
朝
あ
さ
ご
と
に
払
ふ
塵
だ
に
あ
る
も
の
を
今
幾
世
と
て
た
ゆ
む
な
る
ら
ん
Ｂ
⑦
（
543
題
有　
能
宣
）
　
　
　
 
大
隅
守
桜
島
忠
信
が
侍
り
け
る
時
、
郡
の
官
に
頭
白
き
翁
の
侍
り
け
る
を
、
召
し
か
う
が
へ
ん
と
し
侍
り
け
る
に
544
老
い
は
て
て
雪
の
山
を
ば
戴
け
ど
し
も
と
見
る
に
ぞ
身
は
冷
え
に
け
る
（
563
題
有　
元
輔
）
　
　
　
 
大
隅
守
桜
島
の
忠
信
が
国
に
侍
り
け
る
時
、
郡
の
官
に
頭
白
き
翁
の
侍
り
け
る
を
召
し
か
む
が
へ
ん
と
し
侍
り
け
る
時
、
翁
の
よ
み
侍
り
け
る
564
老
い
は
て
て
雪
の
山
を
ば
い
た
だ
け
ど
し
も
と
見
る
に
ぞ
身
は
冷
え
に
け
る
こ
の
歌
に
よ
り
て
ゆ
る
さ
れ
侍
り
に
け
り
Ｃ
⑧
（
437
題
有　
小
野
好
古
）
　
　
　
 
菅
原
の
大
臣
の
元
服
し
侍
り
け
る
夜
、
母
が
詠
み
侍
り
け
る
438
久
方
の
月
の
桂
も
を
る
ば
か
り
家
の
風
を
も
吹
か
せ
て
し
か
な
（
472
題
有　
藤
原
後
生
）
　
　
　
 
菅
原
の
大
臣
か
う
ぶ
り
し
侍
り
け
る
夜
、
母
の
詠
み
侍
り
け
る
473
久
方
の
月
の
桂
も
を
る
ば
か
り
家
の
風
を
も
吹
か
せ
て
し
か
な
C
⑨
（
529
題
不
知　
貫
之
）
　
　
　
 
難
波
に
祓
し
に
あ
る
女
の
ま
か
り
た
り
け
る
に
、
も
と
親
し
く
侍
り
け
る
男
の
葦
を
刈
り
て
あ
や
し
き
さ
ま
に
な
り
て
道
に
あ
ひ
て
侍
り
け
る
に
、
女
さ
し
り
げ
も
な
く
て
、
年
ご
ろ
あ
は
ざ
り
つ
る
こ
と
な
ど
を
よ
そ
に
言
ひ
遣
は
し
た
り
け
れ
ば
、
こ
の
男
の
詠
み
侍
り
け
る
530
君
な
く
て
あ
し
か
り
け
り
と
思
ふ
に
は
い
と
ど
難
波
の
浦
ぞ
住
み
う
き
（
538
題
有　
忠
見
、
539
表
記
無
、
忠
見
）
　
　
　
 
難
波
に
祓
し
に
あ
る
女
ま
か
り
た
り
け
る
に
、
も
と
親
し
く
侍
り
け
る
男
の
葦
を
刈
り
て
あ
や
し
き
さ
ま
に
な
り
て
道
に
あ
ひ
て
侍
り
け
る
に
、
さ
り
げ
な
く
て
年
ご
ろ
は
え
あ
は
ざ
り
つ
る
事
な
ど
言
ひ
遣
は
し
た
り
け
れ
ば
、
男
の
詠
み
侍
り
け
る
540
君
な
く
て
あ
し
か
り
け
り
と
思
ふ
に
も
い
と
ど
な
に
は
の
浦
ぞ
す
み
う
き
　
　
　
返
し
541
あ
し
か
ら
じ
よ
か
ら
む
と
て
ぞ
わ
か
れ
け
ん
な
に
か
難
波
の
浦
は
住
み
う
き
⑩
（
558
題
有　
道
信
）
　
　
　
 
と
し
の
ぶ
が
流
さ
れ
侍
り
け
る
時
に
、
流
さ
る
る
人
は
重
服
の
装
束
を
し
て
な
ん
ま
か
る
と
聞
き
侍
り
て
、
母
が
も
と
よ
り
そ
の
衣
ど
も
調
じ
て
遣
は
す
に
、
そ
の
衣
に
結
び
付
け
侍
り
け
る
559
人
な
し
し
胸
の
乳
房
を
ほ
む
ら
に
て
焼
く
墨
染
め
の
衣
着
よ
君
（
1293
題
有
、
道
信
）
　
　
　
 
と
し
の
ぶ
が
流
さ
れ
け
る
時
、
流
さ
る
る
人
は
重
服
を
着
て
ま
か
る
と
聞
き
て
、
母
が
も
と
よ
り
衣
に
結
び
付
け
て
侍
り
け
る
1294
人
な
し
し
胸
の
乳
房
を
ほ
む
ら
に
て
焼
く
墨
染
め
の
衣
着
よ
君
＊
Ａ　
拾
遺
抄
か
ら
拾
遺
集
に
移
行
す
る
に
際
し
て
、
作
者
表
記
が
削
除
さ
れ
た
歌
　
　
　
　
　
　
　
Ｂ　
拾
遺
抄
か
ら
拾
遺
集
に
移
行
す
る
に
際
し
て
、
逆
に
、
付
加
さ
れ
た
歌
　
　
　
　
　
　
　
Ｃ　
ほ
と
ん
ど
、
変
化
の
な
い
歌
東
北
福
祉
大
学
研
究
紀
要
　
第
四
十
四
巻
一
六
る
例
が
見
ら
れ
る）27
（
。
A-
④
も
同
じ
。
こ
の
場
合
典
拠
と
す
る
資
料
が
異
っ
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
と
も
か
く
、
抄
で
は
詞
書
中
の
「
あ
る
女
」
を
改
め
て
「
詠
人
不
知
」
と
定
位
置
表
記
し
て
い
る
が
、
集
は
詞
書
に
善
祐
母
を
含
め
て
、
作
者
が
彼
女
で
あ
る
こ
と
を
自
明
な
形
に
し
て
い
る
。
A-
⑤
、
⑥
も
同
様
、
自
明
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
、
作
者
名
が
削
除
さ
れ
る
例
を
見
て
き
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
、
逆
に
加
え
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
B-
⑦
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
抄
よ
り
も
集
の
方
が
説
明
が
丁
寧
で
、
詞
書
の
末
尾
に
「
翁
の
よ
み
侍
り
け
る
」
が
加
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
分
、
迷
い
の
生
じ
な
い
表
現
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
前
に
位
置
す
る
歌
は
、『
拾
遺
抄
』
五
四
三
が
「
能
宣
」、『
拾
遺
和
歌
集
』
五
六
三
が
「
元
輔
」
で
あ
る
が
、
抄
の
場
合
、
解
釈
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
、
前
歌
の
作
者
で
あ
る
「
能
宣
」
が
翁
に
代
わ
っ
て
詠
ん
だ
と
も
解
釈
で
き
る
の
で
、
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
「
翁
の
よ
み
侍
り
け
る
」
が
加
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
C-
⑧
、
⑨
、
⑩
は
ほ
と
ん
ど
差
が
な
く
、
字
句
に
若
干
の
出
入
り
が
あ
る
だ
け
で
、
作
者
表
記
に
影
響
す
る
も
の
で
は
な
い
。
以
上
の
結
果
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
忠
幹
歌
が
『
拾
遺
抄
』
か
ら
『
拾
遺
和
歌
集
』
に
再
編
さ
れ
る
に
際
し
て
も
同
様
な
規
準
│
つ
ま
り
、
作
者
名
に
影
響
の
な
い
範
囲
で
省
筆
な
り
改
変
な
り
が
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
借
用
説
な
ど
が
生
ず
る
余
地
の
な
い
と
こ
ろ
で
の
修
正
作
業
で
あ
っ
た
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
。
そ
し
て
、
付
言
す
る
な
ら
ば
、
詞
書
自
体
は
歌
語
り
的
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
が
必
ず
し
も
広
範
な
規
模
で
の
「
歌
語
り
」
の
実
態
を
導
き
出
す
も
の
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
歌
語
り
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
と
等
分
の
可
能
性
を
も
っ
て
、
忠
幹
周
辺
の
限
ら
れ
た
範
囲
の
中
か
ら
『
伊
勢
物
語
』
や
『
拾
遺
抄
』・『
拾
遺
和
歌
集
』
へ
と
い
う
経
路
の
可
能
性
も
ま
た
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
忠
幹
の
拾
遺
集
歌
と
続
古
今
和
歌
集
歌
『
拾
遺
抄
』
と
『
拾
遺
和
歌
集
』
に
共
通
す
る
歌
の
異
同
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
そ
こ
に
一
点
補
足
し
て
お
き
た
い
。
拾
遺
集
・
忠
幹
歌
と
続
古
今
集
・
忠
幹
と
の
関
係
で
あ
る
。
秋
ご
ろ
人
に
誘
は
れ
て
も
の
へ
ま
か
る
と
て　
　
　
 
橘
忠
幹
885
み
や
こ
思
ふ
わ
が
心
し
れ
夜よ
は半
の
月
ほ
ど
は
千ち
里さと
の
山
ぢ
越
ゆ
と
も
 
　
（『
続
古
今
和
歌
集
』
巻
十　
羈
旅
）
こ
こ
に
は
、『
拾
遺
和
歌
集
』
に
採
ら
れ
た
忠
幹
歌
に
類
似
し
た
発
想
・
表
現
が
み
ら
れ
る
。
想
い
を
寄
せ
る
対
象
を
各
「々
空
ゆ
く
月
」「
夜
半
の
月
」
と
擬
人
化
し
、
そ
の
対
象
と
自
分
と
の
隔
た
り
を
「
程
は
雲
居
に
な
り
ぬ
と
も
」
や
「
程
は
千
里
の
山
路
越
ゆ
と
も
」
と
遙
か
な
る
距
離
の
度
量
衡
で
示
し
、
自
分
を
「
忘
る
な
よ
」、「
我
が
心
知
れ
」
と
命
令
法
を
用
い
て
訴
え
る
と
い
う
、
共
通
す
る
思
考
の
指
紋
が
存
在
し
て
い
る
。
も
し
、
拾
遺
集
忠
幹
伊
勢
物
語
十
一
段
の
成
立
と
拾
遺
集
橘
忠
幹
歌
一
七
歌
が
『
伊
勢
物
語
』
の
拝
借
歌
だ
っ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
こ
れ
ほ
ど
に
類
想
的
な
「
都
思
ふ
」
歌
は
詠
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
が
残
る
。
自
作
歌
で
あ
れ
ば
こ
そ
の
発
想
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
、
古
歌
を
引
用
す
る
場
合
で
も
、
そ
れ
が
許
さ
れ
る
の
は
、
誰
も
が
そ
の
出
典
を
知
っ
て
お
り
、
改
め
て
作
者
名
を
語
ら
ず
と
も
共
通
の
理
解
と
な
っ
て
い
る
場
合
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
そ
の
場
合
に
は
、
ま
る
ま
る
全
部
を
引
用
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
一
部
を
引
い
て
み
せ
る
と
い
う
の
が
貴
族
的
な
あ
り
方
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
、『
枕
草
子
』
の
一
三
六
段
「
殿
な
ど
お
は
し
ま
さ
で
後
」
な
ど
の
例
を
見
れ
ば
わ
か
る
。
道
長
側
に
内
通
す
る
者
と
し
て
同
僚
か
ら
疎
ん
じ
ら
れ
、
里
下
が
り
し
た
清
少
納
言
に
、
山
吹
の
花
び
ら
に
「
い
は
で
思
ふ
ぞ）28
（
」
と
書
き
付
け
て
出
仕
を
促
し
た
定
子
や
、
そ
の
「
歌
の
本
」
を
失
念
し
た
清
少
納
言
に
「『
下
ゆ
く
水
』
と
こ
そ
申
せ
」
と
応
え
る
童
女
も
、
発
す
る
の
は
歌
の
「
ひ
と
ふ
し
」
で
あ
る
。
す
べ
て
提
示
す
る
の
は
「
下
衆
の
こ
と
ば
に
は
、
か
な
ら
ず
文
字
余
り
た
り
」（
枕
草
子
三
段
、「
同
じ
こ
と
な
れ
ど
も
」）
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
大
雪
の
中
を
訪
れ
た
伊
周
に
対
し
て
、「『
道
も
な
し）29
（
』
と
思
ひ
つ
る
に
」
と
応
じ
る
中
宮
し
か
り
で
あ
る（
枕
草
子
一
七
七
段
、「
宮
に
は
じ
め
て
参
り
た
る
頃
」）。
結
　
　
　
　
　
び
以
上
、『
拾
遺
和
歌
集
』
に
お
け
る
忠
幹
歌
の
詞
書
の
特
異
性
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
を
検
証
す
る
か
ぎ
り
、
改
め
て
そ
こ
に
広
汎
な
歌
語
り
の
足
跡
を
見
い
だ
す
必
要
性
も
、
借
用
説
を
持
ち
出
す
必
然
性
も
、
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
説
が
で
て
く
る
要
因
の
ひ
と
つ
に
は
、『
伊
勢
物
語
』
の
成
立
を
『
拾
遺
抄
』・『
拾
遺
和
歌
集
』
以
前
に
お
く
べ
き
だ
と
い
う
半
ば
定
説
化
し
た
思
い
込
み
が
足
か
せ
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
冒
頭
に
も
あ
げ
た
よ
う
に
、
確
か
に
様
々
な
資
料
が
お
よ
そ
、『
拾
遺
和
歌
集
』
の
成
立
を
下
限
と
す
る
方
向
性
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
だ
か
ら
と
い
っ
て
目
の
前
に
現
れ
る
諸
現
象
を
既
に
あ
る
結
論
に
合
わ
せ
て
理
由
付
け
し
て
い
く
こ
と
は
慎
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
思
う
に
、
伊
勢
物
語
十
一
段
は
忠
幹
歌
と
い
う
、
確
た
る
証
拠
が
『
拾
遺
和
歌
集
』
に
残
さ
れ
て
い
た
為
に
、
そ
れ
が
成
立
の
最
下
限
と
し
て
取
り
ざ
た
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
証
拠
が
な
い
歌
で
あ
っ
て
も
、
あ
る
い
は
片
桐
氏
の
「
三
段
階
的
な
成
立
論
」
と
い
う
選
択
基
準
に
よ
ら
な
く
と
も
、
遅
れ
て
増
補
さ
れ
た
段
と
い
う
も
の
が
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
既
に
、
論
じ
た
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が）30
（
、
例
え
ば
伊
勢
斎
宮
の
後
日
譚
で
あ
る
七
十
段
、
七
十
二
段
、
七
十
五
段
の
各
段
は
「
大
淀
」
の
歌
を
核
と
し
て
い
る
が
、
大
淀
と
い
う
地
名
が
伊
勢
斎
宮
と
セ
ッ
ト
で
享
受
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
斎
宮
女
御
の
次
の
歌
が
詠
ま
れ
て
か
ら
で
あ
る
。
む
す
め
の
斎
王
具
し
て
下
り
侍
り
て
、
大
淀
の
浦
に
み
そ
ぎ
し
侍
る
と
て 
女
御
徽
子
女
王
1604
大
淀
の
浦
に
立
つ
浪
か
へ
ら
ず
は
松
の
変
わ
ら
ぬ
色
を
見
ま
し
や
東
北
福
祉
大
学
研
究
紀
要
　
第
四
十
四
巻
一
八
 
　
（『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
一
七　
雑
歌
中
）
徽
子
女
王
は
自
身
、
僅
か
十
歳
で
伊
勢
斎
宮
と
し
て
下
向
し
、
十
七
歳
で
母
寛
子
と
死
別
す
る
こ
と
で
斎
宮
を
解
か
れ
帰
京
し
た
。
や
が
て
村
上
天
皇
に
入
内
し
て
、
規
子
内
親
王
を
設
け
た
。
そ
し
て
二
十
八
年
後
、
娘
の
規
子
内
親
王
が
斎
宮
に
卜
定
さ
れ
る
や
、
朝
命
を
振
り
切
っ
て
、
と
も
に
下
向
し
た
。
斎
宮
を
解
か
れ
る
の
は
御
代
替
わ
り
か
、
親
の
喪
に
服
す
時
で
あ
る
。
自
身
の
過
去
に
照
ら
し
て
、
娘
が
下
向
し
て
し
ま
え
ば
、
生
き
て
の
再
会
が
覚
束
な
い
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
斎
宮
群
行
が
貞
元
二
（
九
七
七
）
年
の
九
月
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
歌
が
詠
ま
れ
た
の
も
そ
の
頃
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
斎
宮
と
大
淀
の
地
名
が
冠
せ
ら
れ
た
歌
の
早
い
も
の
は
、
藤
原
為
光
家
の
障
子
歌
と
し
て
詠
進
さ
れ
た
、
源
順
、
大
中
臣
能
宣
、
源
兼
澄
、
清
原
元
輔
、
平
裕
擧
の
五
人
の
歌
で
あ
る
。
う
ち
三
人
は
、
徽
子
女
王
と
の
関
係
が
極
め
て
深
く
、
実
際
に
現
地
に
足
を
運
ん
で
い
る
。
徽
子
女
王
に
庇
護
を
求
め
た
源
順
は
女
王
と
と
も
に
下
向
し
て
い
る
し
、
規
子
斎
王
の
祭
主
を
勤
め
た
大
中
臣
能
宣
も
幾
度
と
な
く
都
と
伊
勢
を
往
還
し
て
い
る
。
そ
の
つ
い
で
に
能
宣
に
誘
わ
れ
た
源
兼
澄
も
伊
勢
を
訪
れ
て
い
る
。
順
と
元
輔
は
後
撰
集
を
と
も
に
編
ん
だ
仲
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
大
淀
歌
は
こ
う
し
た
限
ら
れ
た
人
的
交
流
の
中
で
詠
ま
れ
た
も
の
が
始
発
で
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
斎
宮
の
後
日
譚
は
つ
く
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
七
十
段
の
大
淀
歌
と
唱
和
し
て
い
る
よ
う
に
詠
め
る
順
歌
の
存
在
に
は
、
十
分
な
注
意
が
払
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
徽
子
女
王
の
歌
は
『
拾
遺
和
歌
集
』
に
採
ら
れ
て
い
な
い
。
同
じ
時
期
に
詠
ま
れ
た
野
宮
詠
（
四
五
一
）
や
鈴
鹿
越
え
（
四
九
五
）
は
採
録
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
の
大
淀
歌
が
採
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
詠
歌
時
期
を
『
拾
遺
和
歌
集
』
以
降
に
ず
ら
す
の
は
無
理
筋
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
後
撰
集
業
平
歌
が
『
伊
勢
物
語
』
に
採
歌
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、『
後
撰
和
歌
集
』
以
前
に
『
伊
勢
物
語
』
の
蒐
集
は
ほ
ぼ
収
束
し
て
い
た）31
（
と
か
、
あ
る
い
は
、『
在
中
將
集
』
や
『
雅
平
本
業
平
集
』
が
拾
遺
集
業
平
歌
を
載
せ
て
い
な
い
か
ら
両
集
は
『
拾
遺
和
歌
集
』
以
前
の
成
立）32
（
で
あ
る
と
か
、
と
い
う
の
も
あ
る
意
味
同
じ
論
法
の
危
う
さ
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
一
つ
の
目
安
と
し
て
は
有
効
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
目
安
で
あ
っ
て
成
立
時
期
を
確
定
す
る
度
量
衡
た
り
得
な
い
。
確
実
な
度
量
衡
は
「
△
△
に
採
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
原
典
は
そ
れ
以
前
の
成
立
」
と
い
う
計
量
の
仕
方
し
か
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
本
稿
が
、
忠
幹
の
「
わ
す
る
な
よ
」
歌
の
詠
歌
時
期
を
延
喜
十
六
年
以
降
と
、
天
暦
九
年
以
降
の
二
つ
に
置
き
な
が
ら
も
、
一
方
で
『
拾
遺
抄
』・『
拾
遺
和
歌
集
』
か
ら
『
伊
勢
物
語
』
へ
と
い
う
経
路
や
、
忠
幹
周
辺
情
報
か
ら
『
伊
勢
物
語
』
へ
と
い
う
経
路
を
考
慮
し
よ
う
と
す
る
の
も
、
目
の
前
に
あ
る
材
料
か
ら
考
察
し
て
み
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。『
伊
勢
物
語
』
に
忠
幹
歌
を
呼
び
込
ん
で
行
く
要
因
に
つ
い
て
は
、
わ
ず
か
し
か
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
稿
を
改
め
て
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。
伊
勢
物
語
十
一
段
の
成
立
と
拾
遺
集
橘
忠
幹
歌
一
九
註（1
） 
成
立
に
関
す
る
論
は
極
め
て
多
い
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
概
観
を
示
す
に
と
ど
め
る
。
窪
田
空
穂
「
伊
勢
物
語
研
究
│
│
伊
勢
物
語
と
そ
の
作
者
│
│
」（『
日
本
文
学
講
座
』
第
十
五
巻
所
収
、
新
潮
社　
一
九
二
八
年
三
月
）、 
池
田
龜
鑑
「
成
立
考
」（『
伊
勢
物
語
に
就
き
て
の
研
究　
研
究
篇
』
第
二
篇
第
二
章
、
有
精
堂
、
一
九
六
〇
年
十
月
）、鷲
山
樹
心
「
伊
勢
物
語
は
古
今
集
に
先
行
す
る
」（『
文
学
・
語
学
』
第
十
号
、一
九
五
八
年
十
二
月
）、福
井
貞
助
「
伊
勢
物
語
の
生
成
」（『
伊
勢
物
語
生
成
論
』
第
三
章
、
有
精
堂
、
一
九
六
五
年
四
月
）、
片
桐
洋
一
『
伊
勢
物
語
の
研
究〔
研
究
篇
〕』（
第
二
篇
〜
六
篇
、明
治
書
院
、一
九
六
八
年
二
月
）、
山
田
清
市
「
業
平
集
と
原
形
勢
語
の
問
題
」（『
伊
勢
物
語
の
成
立
と
伝
本
の
研
究
』
第
二
篇
第
一
章
、
桜
楓
社
、
一
九
七
二
年
三
月
）、
渡
辺
泰
宏
『
伊
勢
物
語
成
立
論
』（
序
章
、
第
一
章
〜
三
章
、
風
間
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
）、
河
地
修
「
二
条
后
物
語
」
論
（『
伊
勢
物
語
論
集
│
成
立
論
・
作
品
論
│
』
竹
林
社
、二
〇
〇
三
年
二
月
）、仁
平
道
明
「『
古
今
和
歌
集
』
か
ら
『
伊
勢
物
語
』
へ
」
「
昔
男
あ
り
け
り
」
の
分
布
」「『
伊
勢
物
語
』
の
成
立
と
『
古
今
和
歌
集
』」（『
物
語
論
考
』
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）
な
ど
、
多
数
。
（
2
） 
石
田
譲
二
「
伊
勢
物
語
か
ら
源
氏
物
語
」（『
伊
勢
物
語
』
角
川
文
庫
、
一
九
七
九
年
一
一
月
）。
鈴
木
知
太
郎
「
伊
勢
物
語
の
成
立
時
代
考
」（『
平
安
時
代
文
学
論
叢
』
笠
間
書
院
、
一
九
六
八
年
）。
池
田
龜
鑑
前
掲
書
、
渡
辺
泰
宏
『
伊
勢
物
語
成
立
論
』（
第
三
章
、
風
間
書
房
二
〇
〇
〇
年
七
月
）。「『
伊
勢
物
語
』
と
『
古
今
集
』
業
平
歌
」（『
伊
勢
物
語
の
新
世
界
』
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
一
六
年
三
月
）。
田
中
ま
き
「『
後
撰
集
』
に
よ
る
『
伊
勢
物
語
』
の
生
成
」
（『
文
林
』
三
三
号
、
一
九
九
三
年
三
月
）
な
ど
。
（
3
） 
『
尊
卑
分
脈
』『
橘
氏
系
図
』（
群
書
類
従
第
五
輯
）、「
橘
氏
系
図
」（『
尊
卑
分
脈
脱
漏
』
續
群
書
類
従
第
五
輯
上
、「
イ
表
記
」）
は
長
盛
を
従
四
位
下
と
す
る
。
「
橘
氏
系
図
」（『
尊
卑
分
脈
脱
漏
』
續
群
書
類
従
第
五
輯
上
）
は
正
五
位
下
、『
古
今
和
歌
集
目
録
』（
群
書
類
従
第
一
六
輯
）
は
従
五
位
下
、『
勅
撰
作
者
部
類
』
は
五
位
と
す
る
。
は
っ
き
り
し
な
い
が
、こ
こ
で
は『
古
今
和
歌
集
目
録
』に
従
っ
て
お
く
。
（
4
） 
岡
一
男
「
伊
勢
物
語
論
」（『
古
典
と
作
家
』
文
林
堂
双
魚
房
、一
九
四
三
年
七
月
。
後
に
、『
国
研
叢
書
2　
古
典
と
作
家
』
と
し
て
国
研
出
版
よ
り
復
刊
一
九
九
一
年
一
一
月
〕）
（
5
） 
「
駿
河
國
司
國
司
以
下
帶
劔
申
文
」（
新
訂
増
補
国
史
大
系『
朝
野
群
載
』巻
廿
二
、
「
諸
國
雜
事
上
」）。
（
6
） 
片
桐
洋
一
『
後
撰
和
歌
集
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
四
月
、「
巻
末
注
記
」
二
八
頁 
）。
今
井
源
衛
「
橘
直
幹
略
伝
」（『
山
岸
徳
平
先
生
記
念
論
文
集
日
本
文
学
の
視
点
と
諸
相
』
汲
古
書
院
一
九
九
一
年
五
月
）。
石
田
譲
二
『
伊
勢
物
語
注
釈
稿
』（
竹
林
社
二
〇
〇
四
年
五
月
、
一
八
一
〜
三
頁
）。
（
7
） 
「
民
部
大
輔
の
闕
に
兼
任
せ
ら
れ
ん
と
請
ふ
状
」（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
本
朝
文
粋
』
巻
六
、
奏
状
中
・
一
五
〇
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
五
月
）
（
8
） 
『
十
訓
抄
』（
下
、
十
ノ
二
九
）、『
古
今
著
聞
集
』（
巻
四
、 
一
四
一
「
村
上
天
皇
直
幹
が
申
文
を
惜
し
み
給
ふ
事
」）、『
直
幹
申
文
絵
詞
』
な
ど
。
な
お
、
直
幹
の
経
歴
に
つ
い
て
は
今
井
源
衛
（
前
掲
書
注
6
）、
原
田
行
造
「
橘
直
幹
の
伝
承
と
略
歴
に
関
す
る
覚
書
│
│
『
撰
集
抄
』
所
収
説
話
と
『
直
幹
申
文
絵
詞
』
を
中
軸
と
し
て
」（『
金
沢
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
二
九
号
、一
九
八
一
年
一
月
）、
佐
野
み
ど
り
「
直
幹
申
文
繪
詞
に
つ
い
て
」（『
直
幹
申
文
繪
詞
』、
新
修
日
本
絵
巻
物
全
集
三
十
所
収
、
角
川
書
店
、
一
九
八
〇
年
六
月
）
な
ど
に
詳
し
い
。
（
9
） 
「
文
章
博
士
大
江
維
時
同
朝
綱
請
令
橘
直
幹
奉
方
略
試
状
」（『
類
聚
符
宣
抄
』
第
九
・
方
略
試
「
承
平
五
年
八
月
廿
五
日
」、
新
訂
増
補
国
史
大
系
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五
年
一
月
）。「
應
令
橘
直
幹
奉
方
略
試
事
」（『
同
』「
承
平
七
年
十
二
月
十
一
日
」、新
訂
増
補
国
史
大
系
、吉
川
弘
文
館
、一
九
六
五
年
一
月
）。
（
10
） 
「
顔
駟
三
代
不
遇
」（「
漢
武
故
事
」『
大
漢
和
辞
典
』「
顔
駟
」）。「
周
公
握
髪
」（「
我
一
沐
三
捉
レ
髪
、
一
飯
三
吐
レ
哺
、
起
以
待
士
、
猶
恐
失
天
下
之
賢
人
」『
史
記
』
魯
世
家
）。
（
11
） 
『
大
漢
和
辞
典
』
に
よ
れ
ば
「
成
人
」
は
「〔
集
傳
〕
冠
以
上
爲
成
人
」
と
あ
り
、
加
冠
を
さ
す
。
一
方
『
国
史
大
辞
典
』（「
元
服
」「
初
冠
」）
に
よ
れ
ば
、
一
般
の
成
人
式
は「
五
、六
歳
か
ら
二
十
歳
ぐ
ら
い
の
間
に
お
こ
な
わ
れ
た
」と
あ
り
、
東
北
福
祉
大
学
研
究
紀
要
　
第
四
十
四
巻
二
〇
直
幹
の
場
合
、
父
親
と
の
死
別
は
、
大
学
寮
に
入
っ
た
「
弱
冠
」（
二
十
歳
）
よ
り
前
、
つ
ま
り
延
喜
十
六
年
以
前
と
な
る
。
（
12
） 
「W
ikipedia　
式
部
省
」（https://ja.w
ikipedia.org/w
iki/%
E
5%
B
C
%
8F
%
E
9
%
83%
A
8%
E
7%
9C
%
81
）
に
よ
る
。
た
だ
し
、
脚
注
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る〔
虎
尾
達
哉「
弘
仁
六
年
給
季
禄
儀
に
お
か
る
式
兵
両
省
相
論
に
つ
い
て
」（
小
口
雅
史 
編
『
律
令
制
と
日
本
古
代
国
家
』
同
成
社
、
二
〇
一
八
年
）〕
に
、
該
当
箇
所
は
な
か
っ
た
（2019.10.30
現
在
）。
参
考
と
し
て
掲
載
す
る
。
（
13
） 
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
拾
遺
和
歌
集
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
一
月
）
に
よ
る
。
以
下
の
引
用
は
本
書
に
よ
る
。
（
14
） 
注
4
に
同
じ
。
（
15
） 
異
本
第
一
系
統
・
天
理
図
書
館
乙
本
（
天
理
図
書
館
蔵
）、
多
久
市
立
図
書
館
本
（
佐
賀
県
多
久
市
立
図
書
館
蔵
）
は
「
人
の
妻め
」。
片
桐
洋
一
『
拾
遺
和
歌
集
の
研
究
校
本
編　
伝
本
研
究
篇
』（
大
学
堂
書
店
、
一
九
七
〇
年
一
二
月
）
（
16
） 
「
平
維
茂
罸
藤
原
諸
任
」（『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
五
、
第
五
）
（
17
） 
渕
原
智
幸
「
藤
原
実
方
の
陸
奥
守
補
任
│
│
10
世
紀
末
の
小
一
条
家
に
関
す
る
一
考
察
│
│
」（『
古
代
文
化
』
二
〇
一
一
年
六
月
）。
他
に
、
目
崎
徳
衛
「
源
重
之
に
て
い
て
│
│
摂
関
制
に
お
け
る
一
王
孫
の
生
活
と
意
識
│
│
」（『
平
安
文
化
史
論
』桜
楓
社
刊
一
九
六
八
年
一
一
月
）。
拙
稿「
平
安
貴
族
と
み
ち
の
く
」
（『
岩
沼
市
史　
通
史
編
Ⅰ
』
岩
沼
市
、
二
〇
一
八
年
三
月
）
（
18
） 
松
田
喜
好
（『
伊
勢
物
語
攷　
第
二
』
笠
間
書
院
、
一
九
九
四
年
六
月
、
二
七
〇
頁
）。
氏
は
借
用
説
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
、「
歌
の
詠
み
手
」
と
は
こ
の
場
合
忠
幹
、「
歌
の
作
者
」
は
原
作
者
の
こ
と
で
、こ
の
ケ
ー
ス
で
言
え
ば
、
忠
幹
か
、
あ
る
い
は
伊
勢
物
語
の
作
者
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
（
19
） 
石
田
譲
二
、
前
掲
書
（
注
6
、
一
八
二
頁
）。
（
20
） 
後
藤
祥
子
「『
拾
遺
集
』
作
者
表
記
の
怪
」（『
瞿
麦
』
一
七
号
、
二
〇
〇
四
年
六
月
）
（
21
） 
氏
の
例
示
し
た
歌
は
九
七
一
〜
二
、 
一
二
九
四
、 
一
二
九
八
の
三
例
で
あ
る
。
（
22
） 
対
象
と
な
っ
た
二
十
八
首
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
巻
一
春
（
二
二
）、
巻
六
別
（
三
一
七
）、
巻
八
雑
上
（
四
七
〇
、 
四
七
三
、 
四
八
七
、 
五
〇
三
）、
巻
九
雑
下
（
五
一
〇
、 
五
三
一
、 
五
四
〇
〜
一
、 
五
四
五
、 
五
五
六
、 
五
五
七
〜
八
、 
五
六
四
、 
五
七
四
〜
五
）、
巻
一
三
恋
三
（
八
一
〇
）、
巻
一
四
恋
四
（
九
一
五
、 
九
一
八
）、
巻
一
五
恋
五
（
九
二
五
、 
九
七
一
〜
二
）、
巻
一
九
雑
恋
（
一
二
二
七
、 
一
二
五
五
、 
一
二
五
八
、 
一
二
五
九
〜
六
〇
）、
巻
二
〇
哀
傷
（
一
二
九
四
、 
一
二
九
八
、 
一
三
四
一
、 
一
三
四
五
、 
一
三
四
六
）
＊
贈
答
歌
は
、「
〜
」
で
つ
な
い
で
あ
り
、
一
首
と
数
え
た
。
（
23
） 
五
六
四
、 
九
七
一
、 
一
三
四
五
、 
一
三
四
六
歌
な
ど
も
同
じ
。
（
24
） 
片
桐
洋
一
『
伊
勢
物
語
の
研
究
〔
研
究
編
〕』
明
治
書
院
刊
、一
九
六
八
年
二
月
、
一
二
頁
）
（
25
） 
片
桐
洋
一
、
前
掲
書
（
注
23
、
四
一
頁
）。
他
に
、
片
桐
洋
一
『
伊
勢
物
語
全
読
解
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
、
一
一
一
頁
）
（
26
） 
『
拾
遺
抄
』『
拾
遺
和
歌
集
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
小
町
谷
照
彦
「
解
説
」（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
拾
遺
和
歌
集
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
一
月
）
（
27
） 
例
え
ば
、
一
二
五
三
、 
一
二
五
八
番
歌
な
ど
。
（
28
） 
『
古
今
和
歌
六
帖
』
二
六
四
八
「
心
に
は
下
ゆ
く
水
の
湧
き
返
り
い
は
で
思
ふ
ぞ
い
ふ
に
ま
さ
れ
る
」
（
29
） 
『
拾
遺
和
歌
集
』
二
五
一
「
山
里
は
雪
降
り
つ
み
て
道
も
な
し
今
日
来
む
人
を
あ
は
れ
と
は
見
む
」
（
30
） 
拙
稿
「
伊
勢
物
語
と
賜
姓
源
氏
」（『
國
學
院
雑
誌
』
一
九
八
二
年
四
月
、
後
に
、
『
研
究
講
座　
伊
勢
物
語
の
視
界
』
所
収
、
新
典
社
刊
、
一
九
九
五
年
五
月
）。
拙
稿
「
斎
宮
女
御
と
伊
勢
物
語
│
│
源
順
作
者
説
を
め
ぐ
っ
て
│
│
」（『
東
北
福
祉
大
学
紀
要
』
第
十
六
巻
、
一
九
九
二
年
一
月
）。
拙
稿
「
伊
勢
物
語
と
河
原
院
文
化
圏
」（
山
本
登
朗
編
『
伊
勢
物
語　
虚
構
の
成
立
』
竹
林
社
刊
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
）
（
31
） 
例
え
ば
、
前
掲
書
（
注
2
）
鈴
木
知
太
郎
、
渡
辺
泰
宏
な
ど
。
（
32
） 
片
桐
洋
一　
『
伊
勢
物
語
の
研
究
〔
研
究
篇
〕』（
第
三
篇
第
五
章
、
明
治
書
院
、
一
九
六
八
年
二
月
）
